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Ｒ７
２５市町村（100％活用予定）

保育人材の確保・定着を促進することを目的に、令和６年度から、県独自の取組として、民間保育所等に勤務する

常勤の保育士等の給与加算を実施する市町村に対する補助制度を開始

○対象市町村 ：民間の保育所等のある２５市町村

○補助対象経費 ：市町村が実施する給与加算に要する経費の1/2（上限：10,000円/人・月）

制度概要

保育士等処遇改善事業の取組成果について

主な成果

５市町村
Ｒ５

Ｒ６
当初申請時２，８９１人

Ｒ６
２２市町村

①県内就職率
保育士養成施設卒業者で県内保育施設に就職した人の割合５２．３％Ｒ５ ５７．８％Ｒ６ ③実施市町村数

②保育⼠年間平均給与 ④補助⾦⽀給者数

Ｒ６
支給実績２，９６６人Ｒ５３７２万円 Ｒ６３９１万円
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こども保育課

５．５ポイント上昇

約２０万円増 約８０人増

１７市町村増 さらに

＜主な要因＞中途採⽤の増加や、補助制度の適⽤を受けるため、パートタイム職員から常勤職員への雇⽤形態の変更等が増加したことによる。

令和７年度は全２５市町村において取組予定



保育士等処遇改善事業の取組成果について（対象施設からの意見（対象施設からの意見（対象施設からの意見（対象施設からの意見）１ 職員の給与・手当などの待遇に改善を感じていますか
２．職員の仕事にやりがいやモチベーションは向上したと感じますか

非常に感じる
やや感じる

全く感じない
52%

38%

9%

1%

待遇の改善を「非常に感じる」「やや感じる」が９割
（主な意見）
− 職員の賃金改善に繋がっている
− 毎月の給与が増額されていることが明確に分かる
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37%

45%

16%

2% 非常に感じるやや感じる
仕事のやりがいやモチベーション向上を「非常に感じる」
「やや感じる」が約８割
（主な意見）
− 社会的に保育士等の仕事が認められていると感じられる
− 職務リーダーとして仕事に対する姿勢が変化した
− 若い保育士も対象となることから働く意欲の向上に繋がっている３．職員が保育士等として今後も継続して働きたいという意欲に変化はあると感じますか非常に感じるやや感じるあまり感じない

30%

51%

18%

1% 今後も継続して働きたいという意欲の変化を「非常に感じる」
「やや感じる」が約８割
（主な意見）
− ⻑期で働きたいという職員の意欲向上に繋がっている
− 処遇改善を理由に就職する保育士が増えた
− 雇用形態を非常勤から常勤に変更する職員が増えた４．離職する職員は減ったと感じますか非常に感じる

やや感じるあまり感じない全く感じない
14%

45%

36%

5%

離職する職員の減少を「非常に感じる」「やや感じる」が約６割
（主な意見）
− 処遇改善がなければ保育士離れが加速していたと思う
− 離職者が減り、復職者が増加したと感じる

あまり感じない
全く感じない

全く感じない
あまり感じない

こども保育課


